
令和７年度日本大学薬学部一般選抜Ａ個別方式（数学） 

解答・出題意図等 
 

【１】 

（1）［解 答］【設問１】：1【設問２】：8【設問３】：4【設問４】：7 

 

［出題意図］数学Ⅰで学習する「数と式」からの出題である。式の展開を用いて，値を

求められるかを問うた問題である。 

 

（2）［解 答］【設問５】：3【設問６】：3【設問７】：1 

 

［出題意図］数学Ⅱで学習する「式と証明」からの出題である。𝑥𝑥 の値を，与えられた 

𝑥𝑥 の整式に代入して値を求めるのは難しい。整式の割り算を利用して値を

求める事ができるかを問うた問題である。 

 

（3）［解 答］【設問８】：1【設問９】：5 

 

［出題意図］数学Ⅱで学習する「指数関数と対数関数」および「相加平均と相乗平均」

からの出題である。与えられた指数関数が，𝑥𝑥 がどのような値のときに，

最小値をとるのかを問うている。相加平均と相乗平均を利用して，𝑥𝑥 の
値，与えられた指数関数の最小値を求められるかを問うた問題である。 

 

（4）［解 答］【設問１０】：1【設問１１】：3【設問１２】：1【設問１３】：2 

 

［出題意図］数学Ⅱで学習する「指数関数と対数関数」からの出題である。対数関数の

性質，定義域，真数条件を理解しているかを問うた問題である。 

 

【２】 

［解 答］【設問１４】：1【設問１５】：1【設問１６】：3【設問１７】：6 

 

［出題意図］数学 Aで学習する「場合の数と確率」からの出題である。事象 Aが起こったと

きの事象 Bの起こる確率が，条件付き確率 𝑃𝑃𝐴𝐴(𝐵𝐵) である。条件付き確率の考

えを用いて，ある事象 Eが起こった事を知ったときに，それが事象 Aから起こ

った確率 𝑃𝑃𝐸𝐸(𝐴𝐴) を求める事ができるかを問うた問題である。 

  



【３】 

［解 答］（1）【設問１８】：6【設問１９】：8 

（2）【設問２０】：1【設問２１】：1【設問２２】：5【設問２３】：2 

 

［出題意図］数学 Bで学習する「数列」からの出題である。（1）与えられた数列の規則を見

い出して，その数列の一般項を求められるかを問うた問題である。（2）各項を

逆数にして，第 1項から第 9項までの和を考える。規則を見い出して，その和

を求める事ができるかを問うた問題である。 

 

【４】 

［解 答］（1）【設問２４】：3【設問２５】：2【設問２６】：3 

【設問２７】：1【設問２８】：3 

（2）【設問２９】：6【設問３０】：1【設問３１】：1 

 

［出題意図］数学 C（旧課程においては数学 B）で学習する「空間のベクトル」からの出題

である。ベクトルの実数倍，点が直線上にあるための条件，点が平面上にある

ための条件を理解しているかを問うた問題である。 

 

【５】 

［解 答］（1）【設問３２】：6【設問３３】：5 

【設問３４】：9【設問３５】：2【設問３６】：5 

（2）【設問３７】：1【設問３８】：6 

【設問３９】：3【設問４０】：7【設問４１】：5 

 

［出題意図］数学Ⅱで学習する「微分法と積分法」からの出題である。（1）関数を微分し，

ある点における接線の方程式を求める事ができるかを問うた問題である。（2）

２つの曲線と１つの直線で囲まれる図形の面積を，定積分する事によって求め

られるかを問うた問題である。 

 

【６】 

［解 答］（1）【設問４２】：6【設問４３】：5 

（2）【設問４４】：5【設問４５】：8 

 

［出題意図］数学 Aで学習する「図形の性質」からの出題である。円に内接している四角形

がある条件を満たしている。（1）方べきの定理を用いて，ある線分の長さを求

められるかを問うた問題である。（2）三角形に対し余弦定理を適用して線分の

長さを求め，ある三角形の面積を求められるかを問うた問題である。 

  



【７】 

［解 答］（1）【設問４６】：3【設問４７】：8【設問４８】：1【設問４９】：3 

【設問５０】：4【設問５１】：3【設問５２】：3【設問５３】：7 

（2）【設問５４】：1【設問５５】：1【設問５６】：4 

 

［出題意図］数学Ⅰで学習する「２次関数」からの出題である。２次関数の最小値について

問うている。（1）および（2）区間 [𝑎𝑎 − 1 , 𝑎𝑎 + 2] に制限した時の，ある２次

関数の最小値 𝑚𝑚(𝑎𝑎) を，𝑎𝑎 を変化させたときに数式を用いて表す事ができる

かを問うた問題である。 


